
国境なき医師団の写真画像について 

 

国境なき医師団では、団体の活動を広く知っていただくために、募金活動で使用できる写真画像のダウンロード配布を行っております。 

 

写真画像は、以下のいずれかを企画されている個人・法人・学校・団体を対象に貸与しています。 

1. 国境なき医師団への寄付を目的としたチャリティイベントや募金活動 

2. 国境なき医師団の活動や活動地の現状を広めること目的としたイベント・展示会 

3. 学校における人道教育授業や文化祭等での発表 

 

ダウンロードに際しては、以下の注意点をご了承ください。 

 ダウンロードした画像は、お申込みいただいた募金活動にのみご利用いただけます。別の募金活動で使用したい場合は、別途お申込み

をしてください。 

 国境なき医師団への募金活動であることを明示してお使いください。 

 ダウンロードした画像は加工せず、そのままお使いください。 

 募金活動に関連する印刷物、ウェブサイト、SNS投稿に、画像を使う場合は、内容を確認させていただいています。事前にご連絡くだ

さい。 

 お申込みいただいた募金活動以外での、画像の複製、配布、ウェブサイトや SNS へのアップなど、二次利用はしないでください。 

 募金活動終了後には、ダウンロードした画像データと印刷物をすべて廃棄していただけますようお願いいたします。 

 ポスターは A2 サイズですが、A4 または A3 サイズでも印刷いただけます。 

 このダウンロードサイトの URL・パスワードは第三者へ渡さないでください。 

 【著作権について】をご理解の上、写真画像をご利用ください。 

 

 

 

 

  

https://www.msf.or.jp/policy/site.html#ahr-07


紛争地での活動（A セット） 

紛争地では病院が破壊され、多くの負傷者が出ます。国境なき医師団は負傷者の手術など外科治療のほか、心に傷を負った人たち

の心理ケアも行います。 

 

写真 キャプション 

 

A-1 

2016 年 4 月に空爆を受けたシリア・東アレッポの病院。この空爆では、1 人の医師が

殺害され、複数の看護師が負傷した。 

 

 

 

 

2016年 4月、シリア・アレッポにて撮影 

© KARAM ALMASRI 

 

A-2 

2015 年 10 月に攻撃されたアフガニスタン・クンドゥーズの病院。外来病棟があった東

病棟の一室に残された、ベッドフレームの残骸。 

 

 

 

 

2015年 10月、アフガニスタン・クンドゥーズにて撮影 

© Andrew Quilty 

 

A-3 

内紛が続くなか、帝王切開で生まれた赤ちゃん。 

海外派遣スタッフが、現地採用の執刀医に新しい手法のトレーニングを行っている。 

 

 

 

 

2017年 9月、コンゴ民主共和国・カサイ地方にて撮影 

© Marta Soszynska/MSF 

 

A-4 

避難民のキャンプで、国境なき医師団の理学療法士が治療にあたる。この患者は、3

ヶ月に及ぶ包囲を生き抜き、ラッカの町から脱出することに成功した。しかし、連合軍に

よる砲撃で、彼の家は壊され、奥さんと二人の娘を亡くした。また、脱出の途中に過激

派組織「イスラム国」によって隠されていた爆発物に触れてしまい、両足を切断しなけれ

ばならなくなった。 

 

2017年 9月、シリア北部で撮影 

© Agnes Varraine-Leca 



難民キャンプ・難民支援の支援（B セット） 

紛争や暴力から、命からがら逃げてきた人たちが集まる難民キャンプ。国境なき医師団は、キャンプ内での診療のほか、予防接種・健康

教育なども提供しています。 

 

写真 キャプション 

 

B-1 

難民キャンプの生活環境は、ロヒンギャの子どもたちにとっても恐るべき状況だ。 

 

 

 

 

 

2017年 11月、バングラディシュにて撮影 

© Mohammad Ghannam/MSF 

 

B-2 

木製ボートに乗った人びとが、リビア沖合いの地中海で救助された。 

国境なき医師団は、地中海で救助船を使った活動も行っており、2017 年 6 月の 2

日間だけで、52人の子どもを含む 726人を救助した。 

 

 

 

2017年 6月、地中海にて撮影 

© Andrew McConnell/Panos Pictures 

 

B-3 

4歳になるマリーは、生後 2 ヶ月のときから 3度、国境なき医師団の病院に入院してい

る。この病院がある避難民施設には、政府軍と反政府勢力の間で起きている紛争によ

って住むところを追われた約 48,000 人が暮らしている。キャンプの劣悪な生活環境に

より、ここに住む人びとはマラリアや下痢、栄養失調、結核といった病気の危険にさらさ

れている。 

 

2015年 11月、南スーダンにて撮影 

© Anna Surinyach/MSF 

 

B-4 

1 歳になるアブ＝サルマンは、疥癬（かいせん）と呼吸困難を抱えている。彼は、ロヒン

ギャ難民キャンプのひとつにある国境なき医師団の入院施設で、隔離病室の中で治療

を受けている。 

 

 

 

2017年 11月、バングラディシュにて撮影 

© Mohammad Ghannam/MSF 



自然災害の被災地での活動（C セット） 

大規模な地震や洪水などの緊急事態に対応するため、48 時間以内に現地に到着できるよう準備をしています。医療援助に必要な

薬や機材は、世界各地の倉庫に保管してあります。 

 

写真 キャプション 

 

C-1 

7 歳のアレスィ＝フィリが、分厚い泥が被った大地を歩いている。ここは、洪水が発生す

る以前は畑だった。洪水によって作物が全て破壊されためその影響は数ヶ月に及び、農

業が主産業であるこの地域に住む人びとの 85％が経済的な打撃を受けた。 

 

 

 

2015年 2月、マラウイにて撮影 

© Luca Sola 

 

C-2 

ハリケーンによって破壊された土地に座り込む男性と息子。2016 年 10 月 4 日にカリ

ブ海で発生したハリケーン＝マシューによって、ハイチの大部分が被害を受けた。 

 

 

 

 

2016年 10月、ハイチにて撮影 

© Andrew McConnell/Panos Pictures 

 

C-3 

国境なき医師団の医師が、コレラ治療センターで 3歳のディエラを治療している。 

国境なき医師団は、必要な医療物資を自然災害の被災地へ 48 時間以内に届ける

ため、世界各地に備蓄倉庫を準備するとともに、速やかな流通システムを構築してい

る。 

 

 

2016年 11月、ハイチにて撮影 

© Jeanty Junior Augustin 

 

C-4 

土砂崩れにより隔離された地区に住む人びとのため、歩いて谷を渡る国境なき医師団

のスタッフ。この被災地では、医療活動のほか、被害を受けた約 4,000 人のために合

計で約 6 万リットルを蓄えられる 4 つのタンクを設置し、非常食のゼリー缶と水の汚染

除去をする錠剤を配布した。 

 

 

2017年 8月、リベリアにて撮影 

© MSF 



貧困などで医療が届かない地域での活動（D セット） 

国境なき医師団は、適切な医療を受けることが難しい途上国や貧しい地域で、総合的な医療援助活動を行っています。また、途上国

でも使える薬や検査法の開発を後押しする活動もしています。 

 

写真 キャプション 

 

D-1 

マニラ北部のスモーキーマウンテンに暮らす少女。彼女の後ろでは、父親と近所の人が

石炭を燃やしている。 

 

 

 

 

2017年 9月、フィリピン・マニラにて撮影 

© Hannah Reyes Morales 

 

D-2 

30 万人あまりが暮らすスラム・トンド区に暮らす少女が、無料の予防接種を受けてい

る。国境なき医師団（MSF）はここで、2 万 5000 人の少女に、子宮頸がんを引き

起こすヒトパピローマウイルス（HPV）のワクチン接種を行う大規模な活動を、地元

NGO「リカーン」の協力を得て行った。 

 

 

2017年 9月、フィリピン・マニラにて撮影 

© Hannah Reyes Morales 

 

D-3 

国境なき医師団が支援するリカーン・クリニックで注射避妊薬を投与される女性。 

国境なき医師団とリカーンは、収入が低い家族向けのヘルス・ケアを提供するとともに、

女性の性に対する権利の意識向上を推進するプログラムも行っている。 

 

 

 

2017年 9月、フィリピン・マニラにて撮影 

© Hannah Reyes Morales 

 

D-4 

子宮頚がんの予防効果を得るには、半年後に 2 回目の接種をする必要がある。「コミ

ュニティ・モビライザー」と呼ばれる地元のソーシャルワーカーが、一人でも多くの少女に追

加接種できるよう、スラムの街路を縫うように戸別訪問をした。合わせて、初回接種の

際に登録された 1 万人の電話番号を対象に、2 回目の接種を呼びかけるメッセージも

配信した。 

 

2017年 9月、フィリピン・マニラにて撮影 

© Hannah Reyes Morales 



栄養失調が繰り返される地域での活動（E セット） 

栄養失調が深刻な地域に向かい、カロリーだけでなく必要な栄養が満たせる特別な栄養治療食や栄養補助食を使い、治療や予防に

取り組んでいます。 

 

写真 キャプション 

 

E-1 

ムアクくんが、ウガンダ・アジュマニにある国境なき医師団の病院で、「命のうでわ」を使っ

た栄養状態の検査を受けている。 

 

 

 

 

2014年 11月、ウガンダにて撮影 

© Isabel Corthier 

 

E-2 

雨季にマラリアと栄養失調のピークが重なる。子どもたちにとっては、この時季が一年で

一番厳しい季節だ。 

 

 

 

 

2016年 8月、ニジェールにて撮影 

© Louise Annaud/MSF 

 

E-3 

国境なき医師団は、ニジェール南部のデュンガという町に新生児・小児病棟を開設し、

病床を 700 にまで増やすことができた。 

 

 

 

 

2016年 8月、ニジェールにて撮影 

© Louise Annaud/MSF 

 

E-4 

活動地では、医師や看護師はもちろん、地域で啓発活動を行うソーシャルワーカーなど

も採用され、トレーニングを受けた後に活動に参加している。 

 

 

 

 

2016年 8月、ニジェールにて撮影 

© Louise Annaud/MSF 



途上国のへき地での活動（F セット） 

紛争の危険で住民が移動できなかったり交通手段がなくて孤立している地域などでは、あらゆる手段を使って患者さんのいる場所にたど

り着き、医療を届けています。 

 

写真 キャプション 

 

F-1 

15歳から 49歳までの人口の 10％以上が HIV に感染しているといわれるマラウイ。 

16歳のアンナは、国境なき医師団の病院で HIV と結核の治療を受けている。 

 

 

 

 

2017年 7月、マラウイにて撮影 

© Luca Sola 

 

F-2 

国境なき医師団が支援する保健センターに、ポリオの予防接種を受けに来た親子。 

 

 

 

 

 

2015年 9月、コンゴ民主共和国にて撮影 

© Gabrielle Klein/MSF 

 

F-3 

医療のニーズを把握するため、戸別訪問調査を行う国境なき医師団のスタッフ。 

 

 

 

 

2017年 3月、南スーダンにて撮影 

© Siegfried Modola 

 

F-4 

治療が必要な妊娠状態であったため、国境なき医師団の飛行機で病院まで搬送され

る妊婦。交通手段が整っていない場所では、飛行機、ボート、バイク、ロバ、時には徒

歩など、あらゆる手段を使って患者のもとへと駆けつける。 

 

 

 

2017年 3月、南スーダンにて撮影 

© Siegfried Modola 

 


